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釧路湿原自然再生協議会 

第 28 回土砂流入小委員会 委員名簿 

  

計：50名

■個⼈（26名） （敬称略、五⼗⾳順）
No ⽒名

1 荒⾕ 邦雄
2 ⽯岡  透
3 伊藤  毅
4 井上  京
5 岩崎 理樹
6 岡⽥  操
7 川村  ⼀⼈
8 ⽊附 晃実
9 坂井 ⼀浩

10 櫻井 ⼀隆
11 清⽔ 康⾏
12 新庄  興
13 杉澤 拓男
14 関 基
15 ⽵中 康進
16
17 中村 太⼠
18 早川  博
19 ⽇野  貴
20 平間  清
21 深津 恵太
22 藤岡 悠⼀郎
23 ⼭⽥ 朋⼈
24 吉中 厚裕
25 渡辺 剛弘
26 渡部 哲史

■団体（16団体） （敬称略、五⼗⾳順）
No 代表者名

1 代表取締役 ⽇野 貴
2
3
4
5
6 チーフレンジャー 原⽥ 修
7
8 上席研究員 柿沼 孝治
9 上席研究員 ⼤串 弘哉

10 代表 渡辺 修 
11
12 ⼿塚 信幸
13
14
15
16

■オブザーバー（2団体） （敬称略）
No 代表者名

1
2

■関係⾏政機関（6機関） （敬称略）
No 代表者名

1
2

⽊村 英也

4
5
6

北⾒⼯業⼤学 ⼯学部 社会環境⼯学科 教授

⼋千代エンジニヤリング株式会社 北海道営業所

九州⼤学⼤学院 ⽐較社会⽂化研究院

九州⼤学

⼋千代エンジニヤリング株式会社 北海道営業所

⼋千代エンジニヤリング株式会社 北海道営業所

(有)平間ファーム

酪農学園⼤学
上智⼤学

北海道⼤学⼤学院 ⼯学研究院 教授

九州⼤学共創学部 准教授

九州⼤学共創学部 准教授

北海道⼤学⼤学院 ⼯学研究院 准教授

釧路市
標茶町
鶴居村

所属

上智⼤学
北海道⼤学⼤学院 農学研究院 教授

(株）⽔⼯リサーチ 取締役

北海学園⼤学 ⼯学部 特任教授

北海道⼤学 名誉教授
北海道⼤学⼤学院 農学研究院 教授

団体/機関名

釧路川カヌーネットワーク
株式会社 ⽇野組

団体/機関名
標茶町農業協同組合

鶴居排⽔路維持管理組合
塘路ネイチャーセンター
特定⾮営利活動法⼈ タンチョウ保護研究グループ
特定⾮営利活動法⼈ トラストサルン釧路
北海道プロフェッショナルフィッシングガイド協会

公益財団法⼈ 北海道環境財団
国⽴研究開発法⼈ ⼟⽊研究所寒地⼟⽊研究所 ⽔環境保全チーム
国⽴研究開発法⼈ ⼟⽊研究所寒地⼟⽊研究所 寒地河川チーム
さっぽろ⾃然調査館

3

釧路国際ウェットランドセンター
釧路⾃然保護協会
釧路湿原国⽴公園連絡協議会
公益財団法⼈ ⽇本野⿃の会 鶴居･伊藤タンチョウサンクチュアリ

釧路丹頂農業協同組合

団体/機関名
国⼟交通省 北海道開発局 釧路開発建設部
環境省釧路⾃然環境事務所
北海道 釧路総合振興局
北海道 釧路総合振興局 釧路建設管理部



 II

第 27 回土砂流入小委員会の発言概要と回答 

 

項目 発言概要 回答 

河
道
の
安
定
化 

対
策 

土砂流出の目標量ゼロに対してまだ不十分

であるという表現の資料になっている。 

土砂生産量は、最初の年が多く流出してい

て、その後徐々に減少し、概ねゼロ近くなっ

ている数値を、過去 8 年で平均すると、災害

級の平成 28 年の値に引っ張られ、まだ 590m3

あるという説明になっている。 

最近の土砂生産量は、110m3/年や 30m3/年で

ある。今後、表現に気を付けていきたい。 

河
川
沿
い
の 

土
砂
調
整
地 

河川沿いの土砂調整地に最初は大量に土砂

が堆積し、徐々に減少していくと考えられる

が、容量が限界に達すると安定すると思われ

る。しかし、定期的に土砂の掘削等の対策が

ないと下流側への流出抑制が期待できないと

思う。 

2 年または 3 年に 1 度、堆積した土砂を掘削

する予定としている。現在、令和 5 年度に堆

積土砂の掘削を予定している。 

湿
原
流
入
部
土
砂
調
整
地 

上流側でオンネナイ川が合流しており、そ

この水位が非常に気になる。当該区間の河床

に土砂が堆積して水位が上昇し、オンネナイ

川が排水不良になり周辺農地に影響を与える

と思う。 

上流側の土砂生産が抑制され、湿原に流入

する細粒土砂も捉えられる当事業は非常に良

いが、当該区間の河床を掘削すれば河川水位

が下がって、上流側農地に非常に良い効果を

もたらすと思う。 

この区間については平成 28 年等の大きな出

水を受けて直線河道には土砂が堆積してい

る。その後、掘削を行っている。その後数年

経過し、河床が変化していると思うので、定

期的な管理を行いたい。鶴居村とも情報共有

して対応を図りたい。 

越流部が設定どおりだったのか、それとも

それよりも大幅に違っているのか今回の検討

で把握しているのか。 

今後も維持管理していくことになると思う

が、越流部の土砂の堆積状況や、草本や樹木が

管理され、越流しやすいようになることが重

要だと思う。 

越流部について、今年度出水後に簡易的な

測量を行った結果、左岸側に土砂が堆積して

いるが、敷高はある程度確保されていると考

えている。 

右岸側は、50cm 程度堆積している。そのため、

土砂の捕捉量、水が入る量等を併せて、定期的

な維持管理を図りたい。 
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